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研究プロジェクトの構成研究プロジェクトの構成
「学習する組織」による安全文化醸成「学習する組織」による安全文化醸成

組織 究1. 原子力発電所組織の現場研究
a. 現場研究（杉万・福井）

組織 バ 相 交流的b. 原子力組織メンバーとの相互交流的
現場調査（吉川・杉万）
開事例 分析 る集 組織c.公開事例の分析による集団・組織要因
の検討（丹羽）

2. 「内発的データベース」の開発（作田・石井・藤野）

2



組織学習組織学習
（（ i i l l ii i l l i ））（（organizational learningorganizational learning））
集団 組織 ベ 概念•集団・組織レベルの概念。
組織メンバーがよく学習する組織という意味
はなではない。

• C. Argyris (1978)gy ( )

従来の「管理する組織」という観点に加え
て 「学習する組織」という新しい観点を提て、「学習する組織」という新しい観点を提
起。
直面する問題に対処するのみならず、問
題把握の根底にある前提を問い直す題把握の根底にある前提を問い直す。
これが、組織の一部のみならず、組織全体
に必要。
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組織学習組織学習
（（ i i l l ii i l l i ））（（organizational learningorganizational learning））

P  S  (1990)• P. Senge (1990)
• システム思考シ テ 思考
• 自己マスタリー
• メンタルモデル
共有ビジ• 共有ビジョン

• チーム学習

•原子力組織を対象とした研究
LearnSafe EU（初年度報告書に翻訳掲載）LearnSafe --- EU（初年度報告書に翻訳掲載）
Carroll, Rudolph & Hatakenaka (2002) --- 組織
学習の4段階モデル
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学習 段階 デ

など。



本研究 特徴本研究 特徴本研究の特徴本研究の特徴

•理論面
活動理論（activity theory, by Y. Engeström）
の援用。ただし、学習活動（learning activity）の
概念には改訂を施した。

「学習する組織」の包括的概念モデルを提出。
・通常の活動＝業務遂行活動＋業務改善活動
・変革活動 --- 通常の活動の前提を変革

• 実証面
安全文化醸成に寄与する具体的事例を収集し、上
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安全文化醸成に寄与する具体的事例を収集し、
記の概念モデルの中に位置づけた。

活動理論活動理論活動理論活動理論

•一見、個人の「行動」に見えるものを、
集合体の「活動」の一部として把握集 体 活動」 部 把握

•個人プレ に見えるものを•個人プレーに見えるものを、
チームプレーの一部として把握
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活動 構造活動 構造 道具の社会性活動の構造活動の構造
道 具

道具の社会性

人・物ハイブリッド

だれが（個人・小集団） 常々 ----- をしている

主 体 対 象 → 結 果

集 合 体ル ー ル 分 業
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活動と活動の関係①活動と活動の関係①

他の活動の道具をつくる活動他の活動の道具を くる活動

例：科学「活動」は、他の活動で道具として使用される知識を生産する。
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活動と活動の関係②活動と活動の関係②

他の活動の主体をつくる活動他の活動の主体をつくる活動

例：教育「活動」は、他の活動の主体となりうる人材を生産する。
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活動と活動の関係③活動と活動の関係③

他の活動のルールをつくる活動他の活動のルールをつくる活動

例：行政「活動」や立法「活動」は、他の活動のルールを生産する。

10



学習活動
既存の活動を対象にして 新しい活動に変換する活動既存の活動を対象にして、新しい活動に変換する活動

学習活動

結果：新しい活動

学習活動

対象 結果

対象：従来の活動しかし この図式には問題あり！対象 従来 活動しかし、この図式には問題あり！
直接的に「従来の活動」を対象にする活
動はまれ。もっと具体的な対象から具体
的な結果を出す、というのが一般的。
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的な結果を出す、というのが 般的。
それに、「学習」活動という用語は平板す
ぎる。

変革活動（transformational activity）変革活動（transformational activity）

変革活動

結果：新しい活動

変革活動

対象 結果

対象：従来の活動対象 従来 活動
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「学習する組織」の包括的概念モデル「学習する組織」の包括的概念モデル

いかに「学習する組織」であっても まずはいかに「学習する組織」であっても、まずは
「管理する組織」である。

常 組織活動を日常の組織活動を、
業務遂行活動（管理する組織）
業務改善活動（学習する組織の一面）

の2種類の活動で概念化する。の2種類の活動で概念化する。

その上で、日常の組織活動を変革する活動と
して変革活動（学習する組織のもう 面）して変革活動（学習する組織のもう一面）
を概念化する。
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変革活動のトリガー（2種類）も組み込む。

「学習する組織」の業務遂行活動

コミュニケーションの機会と道具

組織メンバー 自らの職務遂行 協働組織メンバ 自らの職務遂行 協働

上司・同僚ルール 分業
協 働

コミュニケーション

14
自らの職務遂行



「学習する組織」の業務改善活動

コミュニケーションの機会と道具

組織メンバ 小さな気づき 新しいルーティン組織メンバー 小さな気づき 新しいルーティン

上司・同僚ルール 分業 新しいルーティン

コミュニケーション
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小さな気づき

「学習する組織」の日常的組織活動
業務遂行活動＋業務改善活動業務遂行活動＋業務改善活動

業務遂行活動 業務改善活動

協 働 新しいルーティン

業務遂行活動 業務改善活動

協 働 新しいルーティン

コミュニケーション コミュニケーション

務 づ自らの職務遂行 小さな気づき
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変革活動変革活動
従来の活動では
想定しなかった
新しい前提に立

新しい活動

新しい前提に立
つ活動

変革活動

従来の活動
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新しい日常的組織活動

業務遂行活動

協 働

業務改善活動

新しいルーティン

外発的トリガー

- 物理的トリガー

- 社会的トリガー
コミュニケーション

自らの職務遂行

コミュニケーション

小さな気づき

- 社会的トリガー

変革活動

業務遂行活動 業務改善活動

従来の日常的組織活動

協 働

コミュニケーション

新しいルーティン

コミュニケーション
内発的トリガー

組織の片隅に

自らの職務遂行 小さな気づき

生まれる変革
の芽

「学習する組織」の包括的概念モデル



現場研究現場研究現場研究現場研究
３つの発電所の保修系6課で実施• ３つの発電所の保修系6課で実施

• インタビューの方法
執務室内にテ ブルを用意してもらい 課長以下全員に 人ずつ３０– 執務室内にテーブルを用意してもらい、課長以下全員に一人ずつ３０
分程度のインタービューを数回実施。

• 課の基本的組織図課の基本的組織図

課長

係長 係長

班長 班長
課員 約30名

作業長 作業長

担当 数名

作業長作業長 作業長作業長

担当 数名 担当 数名 担当 数名 担当 数名 担当 数名
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担当 数名 担当 数名 担当 数名 担当 数名 担当 数名 担当 数名

新しい日常的組織活動
① 作業グループ単位の業務遂行

作業長の役割 業務遂行活動

協 働

業務改善活動

新しいルーティン

外発的トリガー

- 物理的トリガー

- 社会的トリガー

作業長の役割
デスクの配置

② 作業グループや課を越えての協力関係
業務の類似性（電気・計装）

コミュニケーション

自らの職務遂行

コミュニケーション

小さな気づき

- 社会的トリガー業務の類似性（電気・計装）
発電所の文化

③ 定例ミーティング
朝礼での担当者のスピーチ

変革活動

朝礼での担当者のスピ チ
役職者ミーティング→作業グループ

④ トップの職場巡回
⑤ 長期休暇

業務遂行活動 業務改善活動

従来の日常的組織活動

⑤ 長期休暇

協 働

コミュニケーション

新しいルーティン

コミュニケーション
内発的トリガー

組織の片隅に

自らの職務遂行 小さな気づき

生まれる変革
の芽

業務遂行活動を通じた組織学習を促進する活動



新しい日常的組織活動

業務遂行活動

協 働

業務改善活動

新しいルーティン

外発的トリガー

- 物理的トリガー

- 社会的トリガー

① 研修
毎月1回の職場内研修と年間研修スケ
ジュール

コミュニケーション

自らの職務遂行

コミュニケーション

小さな気づき

- 社会的トリガージュ ル
毎週1回の職場内研修（NUCIA、30分）

② ミーティング方法の改善
③ チェックリストの改訂・技能伝承システム

変革活動

③ リ 改訂 技能伝承
④ 業務改善提案
⑤ 表彰制度の活用

業務遂行活動 業務改善活動

従来の日常的組織活動

協 働

コミュニケーション

新しいルーティン

コミュニケーション
内発的トリガー

組織の片隅に

自らの職務遂行 小さな気づき

生まれる変革
の芽

業務改善活動を通じた組織学習を促進する活動

新しい日常的組織活動

業務遂行活動

協 働

業務改善活動

新しいルーティン

外発的トリガー

- 物理的トリガー

- 社会的トリガー
以前は想定していなかった水準の現

コミュニケーション

自らの職務遂行

コミュニケーション

小さな気づき

- 社会的トリガー
場の安全重視を前提とする新しい活
動に。

変革活動

業務遂行活動 業務改善活動

従来の日常的組織活動

より安全な

改善要望強化制度

協 働

コミュニケーション

新しいルーティン

コミュニケーション
内発的トリガー

組織の片隅に

作業現場 より安全な
作業現場

幹部 制度導入 予算枠の決定改善要望には積

協力会社

自らの職務遂行 小さな気づき

生まれる変革
の芽

幹部：制度導入・予算枠の決定

管理職：改善の推進・管理

担当者：改善案の採否検討

改善要望には積
極的に対応する

変革活動の事例 ①



新しい日常的組織活動

業務遂行活動

協 働

業務改善活動

新しいルーティン

外発的トリガー

- 物理的トリガー

- 社会的トリガー
以前は想定していなかった水準の不

コミュニケーション

自らの職務遂行

コミュニケーション

小さな気づき

- 社会的トリガー
適合対応と情報開示を前提とする新し
い活動に。

変革活動

毎日２～３時間の委員会

業務遂行活動 業務改善活動

従来の日常的組織活動

不適合事象 対策と
情報開示

不適合管理委員

毎日２ ３時間の委員会

協 働

コミュニケーション

新しいルーティン

コミュニケーション
内発的トリガー

組織の片隅に

情報開示

トップ：制度導入・推進、不適合事象は恥で

自らの職務遂行 小さな気づき

生まれる変革
の芽

委員会への参加

管理職：委員会への参加

担当者：不適合事象の報告

不適合事象は恥で
はない、
全面的な情報開示

変革活動の事例 ②

まとめと今後 課題まとめと今後 課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題

デ• 「学習する組織」の包括的概念モデルを提出。安全
文化醸成に寄与しうる具体的活動を収集、概念モデ
整ルで整理した。

• 本研究は、現場研究のフィールドとなった発電所で
役立てられている。

• 今後は、さらに具体的活動を収集するとともに、他今後は、さらに具体的活動を収集するとともに、他
の理論的成果をも取り入れ、モデルを精緻化し、実
用的にする。参照すべき理論としては、core-task 用的にする。参照す き理論としては、core task 
analysis, actor-network theory, situated 
learning approachなど。
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learning approachなど。














